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筑後中学生たちが清掃活動

4日 の「船小屋温泉まつり」を前

に23日 、年前10時から中ノ島公園

―帯の清掃作業が行われた。

当日は、船小屋温泉協会、地元

の人たちに混じり、筑後中の 1・

2年生約 550人も参加、落葉かき

空カン、空ビンの回収などに取り

組んだ。同校では、 3年前からボ

ランティア活動の指定をうけ、こ

の行事は夏の清掃活動と共に、同

校の年中行事となつている。なお

同口回収された空ビン、空カンの

量は 4ト ン車 2台分だつた。

編集 企画課   でんわ (代)③ 4111

■

こ

よ

み

■

１
日
　
八
女
大
川
線
国
道
昇
格
記
念
式

４
日
　
船
小
屋
温
泉
ま
つ
り

５
日
　
農
業
委
員
会

６
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

小
中
学
校
始
業
式

７
日
　
小
学
校
入
学
式

８
日
　
中
学
校
入
学
式
　
□
花
ま
つ
り

・３
日
　
日
源
上
人
例
祭

・５
国
　
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
告
示

２０
日
　
立
会
演
説
会

（市
民
会
館
）

２．
日
　
立
会
演
説
会

（水
田
小
体
育
館
）

２５
日
　
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
投
票
、
開
票
日

２９
日
　
天
皇
誕
生
日

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
婦
人
大
学
Ｂ

（

・３
日
）
、
婦
人
大
学
Ｃ
（１５
日
）
、
子
ど
も

の
た
め
の
映
画
教
室

（１７
日
）
、
保
健
福

祉
学
級

（２６
日
）

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（１

・
８

ｏ
ｌ５

。
２２
日
）
、
公
害
苦

情
相
談

・
消
費
生
活
相
談

・
行
政
相
談

（２．
日
）
、
老
人
健
康
相
談

（２

・
７

●

９

ｏ
‐４
。
・６

・
２‐

．
２３

・
２８

。
３０
日
）

妊
婦
相
談

（１５

。
２２
日
）
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口

硼

山

磯

入歳

地 方 交 付 税 202
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金 28
使用料及び手数 ６４６

４７６

６５４

円干

３

０

０

０

０

３

万
３６８

５００

５００

４００

５００

３９６

億
２．税
税
金付

与

交税

譲

得取

方
車動

市

地
自

料
金
金

入
金

金
金

入
債

出
出

収

支
　
　
付

入
越
収

庫

支
産

国

県

財
寄

繰

繰
諸
市

３３２

４７３

０００

　

５６２

４９０

３００計▲
ロ

4,

17 4,

32,

歳   入

86億3,300万円

歳   出

前年予算より

6億 3,300万円増カロ

こ
と
し
の
筑
後
市
の
予
算
は
、
景

気
の
動
向
や
地
域
の
経
済
情
勢
を
十

分
に
踏
ま
え
て
、
弾
力
的
な
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
編
成

し
て
い
ま
す
。

予
算
の
お
も
な
柱
は
、
①
生
活
環

境
の
整
備
、
②
教
育
施
設
の
整
備
充

実
、
③
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
、
④
農
業
基
盤
の
整
備
、
⑤
企
業

会
計
の
財
政
健
全
化
で
す
。

1人 あたり

20万 3,575円

市民あたりの予算は

(人 口、世帯数は 2月末日現在)

最近 5年間の予算の動き

0  53   54    55    56   57年

億円

90
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50

予算は86億 3,300万円
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９９５
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・４０

２４８

２３３

７３‐

４３８

６５６

３０９

７７２

７００

０００

３００

億

１

８

２９

・３

１

３

２

６

２

‐２

　

４

　

　

８６

幹幹幹幹排攀幹幹幹幹仲幹妙幹坤
国庫支出金

20.2'/。
地方交付税

23 4ο/ο

市  税
24.7ο/。

8.1°/οその他

υ
‐

●  ●
1世帯あたり

81万763円

その他
12.5%人件費

塾.4%

普通建設

事 業 費
2ユ .9%

扶助費

21.1%

歳

入

市
税
は
昨
年
に
比
べ

一
一
・
五
％
の
伸
び

と
し
、
地
方
交
付
税
は
、　
〓
二
。
四
％

の
伸
び
を
見
込
み
計
上
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
県
支
出
金
は
、
保
育
所
増
改

築
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
な
ど
に
よ

っ

て
、
昨
年
よ
り

一
四

。
九
％
の
収
入
増

を
み
こ
ん
で
い
ま
す
。

歳

出

▼
議
会
費
は
、
議
会

運
営
に
必
要
な
経
費

で
す
。

総
務
費
は
、
総
務
管
理
に
要
す
る
経

費
の
ほ
か
、
庁
舎
の
維
持
管
理
、
財
産

管
理
や
市
長
選
挙
に
必
要
な
経
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
生
活
保
護
者
や
身
体
障

害
者
、
精
神
薄
弱
者
な
ど
へ
の
扶
助
費

で
す
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
や
福
祉

団
体

へ
の
助
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
立
桜
保
育
所
の
全
面
改
築

を
行
う
経
費
と
し
て
、　
一
億
四
五
〇
万

五
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
運
動

を
柱
と
し
て
、
成
人
病
対
策
、
予
防
な

ど
の
検
診
制
度
や
環
境
衛
生
活
動
の
充

実
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
し
尿
処
理
場
建
設
は
、
第
二

年
次
を
迎
え
、
五
億
七
、
八
八
三
万
九

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
八
女
西
部
清
掃
工
場
の

改
築
に
と
も
な
う
負
担
金
二
千
五
百
万

円
、
企
業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
二
億

四
千
万
円
が
主
な
経
費
で
す
。

労
働
費
は
、
公
共
施
設
の
清
掃
、
市

(2)
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道
の
舗
装
維
持
補
修
な
ど
の
失
業
対
策

事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
総
額
で
二
億
七

二
四
八
万
六
千
円
で
、
農
業
振
興
の
基

本
と
な
る
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
や
米

消
費
拡
大
事
業
な
ど
、
ま
た
農
地
費
で

は
国
土
調
査
に
要
す
る
経
費
、
土
地
改

良
事
業
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

商
工
費
は
、
商
工
業
金
融
対
策
と
し

て
前
年
度
よ
り
増
額
し
て
、　
一
億
八
千

万
円
の
貸
付
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

土
木
費
は
、
継
続
事
業
の
尾
島
線
改

良
に
四
、
五
〇
三
万
七
千
円
を
計
上
し

た
ほ
か
、　
一
般
道
路
整
備
事
業
に
二
、

四
六
六

一
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
通
学
道
路
な

ど
の
危
険
地
域
に
防
護
柵
な
ど
の
安
全

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
＾

都
市
計
画
事
業
で
は
、
以
前
か
ら
県

に
対
し
て
要
望
を
つ
づ
け
て
い
ま
し
た

都
市
計
画
街
路
、
前
津
、
久
富
線
が
、

今
年
度
か
ら
県
事
業
と
し
て
着
工
の
見

通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

消
防
費
は
、
年
次
別
に
整
備
す
る
防

火
水
糟
二
ヵ
所
の
ほ
か
、
消
防
無
線
の

更
新
、
救
急
指
令
装
置
な
ど
の
整
備
充

実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
小

。
中
学
校
の
校
舎
整

備
、
米
飯
給
食
制
度
の
拡
大
、
父
兄
負

担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
の
必
要
な
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
芸
術
文
化
を
高
め
る

た
め
、
新
た
に
文
化
振
興
基
金
制
度
を

設
け
、
三
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め

ｏ
身
障
者
向
き
住
宅
改
良

（三
戸
）

…
…
九

一
〇
万
○
千
円

■
児
童
福
祉
施
設
整
備
の
た
め

●
桜
保
育
所
増
改
築

（定
数
六
〇
人
）

一
億
四
五
〇
万
五
千
円

■
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

●
胃
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
の
早
期
発
見
予

防
に
住
民
検
診
を
促
進
す
る
た
め
、
個

人
負
担
を
軽
減
す
る
。

…
…
…
…
…
六

一
万
三
千
円

●
全
身
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｉ
Ｘ
線
断
層

装
置
を
市
立
病
院
に
設
置

…
…
…
八
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
Ｏ
千
円

■
企
業
会
計
の
財
政
健
全
化
の
た
め

●
病
院
会
計
繰
出
金

…
…
…
九
、
○
○
○
万
○
千
円

ｏ
水
道
会
計
繰
出
金

…
…
二
億
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
〇
千
円

■
川
と
水
を
守
る
た
め

●
運
動
推
進
な
ら
び
に
汚
泥
土
処
理
な

ど
　
　
　
・…
…
…
…
一
七
二
万
六
千
円

●
都
市
下
排
水
路
整
備

二
、
〇
二
九
万
五
千
円

■
生
活
環
境
整
備
の
た
め

ｏ
し
尿
処
理
場
増
改
設
事
業

…
…
五
億
七
、
八
八
三
万
九
千
円

●
交
通
安
全
対
策
事
業

‥
…
…
二

、
二
五
〇
万
○
千
円

ｏ
道
路
橋
り
ょ
う
整
備

二
億
九
、　
三
ハ
五
万
六
千
円

●
水
田
都
市
公
園
整
備

三
、
八
二
九
万
九
千
円

ｏ
前
津
久
富
線
都
市
計
画
街
路
事
業

九
四
八
万
○
千
円

■
農
業
基
盤
整
備
の
た
め

●
土
地
改
良
事
業

…
…
…
六
、
六
〇
二
万
三
千
円

ｏ
小
規
模
特
別
排
水
対
策
事
業

…
…
…
四
、
七
八
七
万
三
千
円

ｏ
下
妻
地
区
ほ
場
整
備
事
業

・…
…
二
一、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
○
千
円

■
水
田
転
作
集
落
推
進
の
た
め

…
…
…
二

、
二
六
〇
万
Ｏ
千
円

■
中
小
企
業
金
融
対
策
の
た
め

●
預
託
拡
大
…

一
億
八
、
○
○
○
万
○
千
円

■
災
害
救
助
及
び
住
民
安
全
の
た
め

●
緊
急
時
サ
イ
レ
ン
の
増
設

…
…
…
三
六
七
万

一
千
円

ｏ
救
急
指
令
装
置
の
導
入

…
…
…
…
四

一
九
万
四
千
円

ｏ
災
害
救
助
見
舞
金
制
度
の
発
足

…
…
…
…

一
〇
〇
万
○
千
円

■
教
育
施
設
整
備
充
実
の
た
め

●
水
洗
小
、
二
川
小
、
西
牟
田
小
校
舎

改
築

。
西
牟
田
小
、
羽
犬
塚
中
給
食
増

改
築

・
水
洗
小
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

…
…
四
億
四
、
〇
〇
〇
二
万
七
千
円

■
社
会
文
化
事
業
振
興
の
た
め

●
文
化
振
興
基
金
補
助
金
二
〇
〇
万
○
千
円

今

年

の

あ

も

な

事

業

りく
、
戦
後
の
政
府
の
同
和
行
政
に
対

す
る
姿
勢
の
立
ち
お
く
れ
を
よ
く
示

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
政
府
の
同
和
行
政
に
対

す
る
姿
勢
を
変
革
さ
せ
、
積
極
的
な

取
り
組
み
に
向
わ
せ
た
最
大
の
要
因

と
し
て

「
同
対
審
答
申
」
と

「特
別

措
置
法
」
の
制
定
が
大
き

な
役
割
を
果
し
た
の
は
い

な
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は

「
同
対

審
答
申
」
と

「特
別
措
置

法
」
の
制
定
の
背
景
、
内

容
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

先
に
述
べ
ま
し
た
と
お

り
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら

部
落
解
放
同
盟
を
中
心
と

す
る
部
落
解
放
国
策
樹
立

の
国
民
運
動
が
、
全
国
的

な
規
模
の
中
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
展
開
の
中
で
、
三
十

五
年
度
の
臨
時
国
会
で
、
社
会
党
、

民
主
社
会
党
、
自
由
民
主
党
の
超
党

派
連
携
で
、
同
和
対
策
審
議
会
設
置

法
案
が
議
員
立
法
と
し
て
共
同
提
案

さ
れ
、
国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

府
は
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ

い
て
、
翌
二
十
六
年
に
、
総

理
府
に
、
同
和
対
策
審
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
を
決
め
、
部
落
問
題
と
の

ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
政

府
の
同
和
行
政
に
対
す
る
取

み
は
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な

本
格
的
な
取
り
組
み
の
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
同
和
対
策
審
議
会
の
設
置
を

う
け
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
同
和
間

題
解
決
に
つ
い
て
の
基
本
的
方
策
に

つ
い
て
の
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
審
議
会
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結
果

三
十
七
年
ま
で
の
期
間
を
三
年
延
長

す
る
こ
と
に
し
て
、
昭
和
四
十
年
八

月
、
佐
藤
栄
作
内
閣
総
理

大
臣
あ
て
の
答
申
を
提
出

し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
が

一
般
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る

「同
対

審
答
申
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。

こ
の
答
申
の
内
容
は
前

文
、
第

一
部
～
第
二
部
、

結
語
に
分
れ
て
お
り
、
前

文
で

「
同
和
問
題
は
人
類

普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間

の
自
由
と
平
等
に
関
す
る

問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲

法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ

る
」
と
明
記
し
、
さ
ら
に

「
そ
の
早

急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
」

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
第

一
部
で
は
、
同
和
問
題
の

本
質
及
び
差
別
の
本
質
を
次
号
の
と

お
り
指
摘
し
て
、
国
の
同
和
行
政

ヘ

の
早
急
な
取
り
組
み
を
う
な
が
し
ま

し
た
。

政

部落差別をなくそう⑪

戦後 の解 放運動

同対審答申と特別措置法

(3)
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四
月
二
十
五
日
は
、
市
長
選
挙
と
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
ど
の
選
挙
の
投
票
は
、
両
方
と

も
記
号
式
投
票
で
す
の
で
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
選
挙
公
報
を
よ
く
読
ん
で
■

二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
、

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
選
挙
公
報
が
配
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
は
候
補
者
の
写
真
、
政
党
、
経

歴
や
政
見
な
ど
を
の
せ
た
も
の
で
す
。

よ
く
読
ん
で
政
策
本
位
に
考
え
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

日
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
日

投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所
入
場

券
を
忘
れ
ず
に
も

っ
て
行
き
、
受
付
に

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
の
は
日

①
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
六
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
②
こ
と
し
の
一
月
十

三
日
ま
で
に
転
入
届
け
を
し
、
投
票
当

日
ま
で
引
き
つ
づ
き
住
ん
で
い
る
人
。

日
投
票
は
指
定
の
投
票
所
で
■

投
票
は
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
投

票
所
で
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
は
市
長
が
先
日

投
票
の
順
序
は
、
市
長
選
が
先
で
市

議
補
選
は
後
で
す
。

■
投
票
方
法
は
記
号
式
日

市
長
選
、
市
議
補
選
と
も
投
票
方
法

は
記
号
式
で
す
。

記
号
式
と
は
、
①
投
票
用
紙
に
候
補

者
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

②
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
縮
者

一
人
に

つ
い
て
、
そ
の
氏
名
の
上
の
ら
ん
に
○

の
し
る
し
を
つ
け
ま
す
。
③
Ｏ
の
し
る

し
は
、
記
載
所
に
備
え
つ
け
の
印
を
使

い
ま
す
。　
④
Ｏ
の
し
る
し
の
ほ
か
は
、

何
も
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
×
な
ど

の
し
る
し
を
つ
け
た
リ
エ
ン
ピ
ツ
、
ペ

ン
な
ど
で
書
い
た
り
す
る
と
無
効
に
な

り
ま
す
。
⑤
Ｏ
の
し
る
し
を
ま
ち
が
っ

て
押
し
た
り
し
た
と
き
は
、
受
付
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
時
間
は
、
年
前
七
時
か
ら
年
後

六
時
ま
で
で
す
。

■
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
日

や
む
を
得
な
い
用
事
や
、
病
気
入
院

な
ど
で
、
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
不

在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
と
場
所

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
期
間
＝
四
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
年

後
五
時
ま
で

ｏ
場
所
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
持

っ
て
く
る
も
の
＝
印
か
ん

な
お
、
不
在
者
投
票
は
、
今
ま
で
ど

お
り
記
名
式
投
票
で
す
。

″立
会
演
説
会
は
市
内
二
ヶ
所
で
″

市
長
選
挙
だ
け
は
、
立
会
演
説
会
が

開
か
れ
ま
す
。
候
補
者
の
政
策
を
自
分

自
身
の
耳
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
と
会
場
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

四
月
二
十
日
＝
市
民
会
館

四
月
二
十

一
日
＝
水
田
小
学
校
屋
内

体
育
館
時
間
は
い
ず
れ
も
年
後
八
時
か
ら

///
ちZケク
/

月
⑮
日
は
郭
脹
選
の
投
票
日

立
会
演
説
会
は
⑩
日
と
④
日

〃 /′

ミねたっきり、この手で一票、

よい政治

県
道
八
女

・
大
川
線
が
国
道
昇
格

四
月

一
日
か
ら
四
四
二
号
線
に

長
い
間
の
懸
案
だ

っ
た
県
道
八

女

。
大
川
線
が
、
い
よ
い
よ
今
月

一
日
か
ら
国
道
に
昇
格
、
国
道
四

四
二
号
線
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
国
道
四
四
二
号
線

は
、
大
川
市
か
ら
筑
後
市
、
八
女

市
、
矢
部
村
、
熊
本
県
小
国
町
、

大
分
県
竹
田
市
を
経
て
、
大
分
市

ま
で
通
ず
る
延
長

一
四
二
ま
メ
ー

ト
ル
の
国
道
に
な
り
ま
す
。

国
道
昇
格
に
よ

っ
て
道
路
の
改

良
促
進
と
と
も
に
地
域
の
開
発
が

期
待
さ
れ
そ
う
で
す
。

国
道
昇
格
期
成
会

（会
長
川
島

稔
黒
木
町
長
）
で
は
、
四
月

一
日

午
前
十

一
時
か
ら
、
八
女
市
町
村

会
館
で
、
祝
賀
式
を
開
き
ま
す
。

春 の交 通 安 全 運 動
0月 0日 から0日 まで

安全はルールとマナーから

>歩行者、特に子どもの事故防 IL
>自転車の安全利用の促進
>粗暴運転・めいわく交通の追放 筑後市交通安全対策協議会

欝、祭砕＼

今
月
は
河
川
美
化
月
間

川
を
き
れ
い
に
利
用
す
る

こ
と
は
私
達
の
義
務
で
す
。

ゴ
ミ
や
ア
キ
か
ん
な
ど
を

す
て
る
事
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

建
設
省

(4)
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野口 元ちゃん
(昭和56年 1月 14日 生)

野口博司さん (29)、 二三四

さん (27)の長男 (二本松区)

「動物や車の本が大好きな男

の子。大きく、そしてたくま

しく、おおらかに育ってほし

いものです。」と二三四さん。

三
月
定
例
市
議
会
は
、
六
日
か
ら
十

八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
で
は
、
五
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
執
行
部
提
出
の
二

十
八
議
案
と
議
会
か
ら
、
緊
急
に
出
さ

れ
た
議
長
辞
職
の
許
可
願
い
の
議
案
が

審
議
さ
れ
、
執
行
部
提
案
の
全
議
案
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
議
長
辞
職
願
い
の

案
件
は
審
議
の
途
中
で
、
流
会
と
な
り

廃
案
取
り
扱
い
に
な
り
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
る
も
な
議
案

■
五
十
七
年
度

一
般
会
計
予
算
、
企
業

会
計
予
算
を
認
め
た
。

（内
容
は
二
、

三
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

田
市
立
病
院
産
婦
人
科
医
師
の

一
名
増

の
た
め
の
市
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正
を
認
め
た
。

■
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施

設
と
し
て
、
プ
ー
ル
を
同
セ
ン
タ
ー
の

施
設
に
す
る
改
正
条
例
を
認
め
た
。

■
法
の
改
正
で
全

て
の
外
国
人
が
被

保
険
者
と
な
れ
る
よ
う
国
民
健
康
保
険

条
例
の

一
部
改
正
を
認
め
た
。

■
五
十
七
年
度
の
水
利
地
益
税
の
税
率

を
き
め
た
。

（金
額

一
反
あ
た
り
）

▼
花
宗
用
水
組
合
は
昨
年
ど
お
り
。

▼
山
ノ
井
用
水
組
合
＝
五
三
〇
円

■
羽
犬
塚
字
屋
舗
か
ら
久
富
池
ノ
本
に

至
る
羽
犬
塚
池
ノ
本
線
を
市
道
に
認
め

た
。

■
任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
水
町
静
夫
さ
ん
を
再
任
。

■
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
共
済
損
害
評

価
委
員
に
田
島
豊
さ
ん
他
２３
人
を
選
任

■
請
願
書

（採
択
分
）

■
筑
後
小
屋
根
瓦
、
体
育
館
床
板
な
ど

の
改
修
に
関
す
る
請
願

（請
願
人
山
口

富
穂
さ
ん
）
▼
吉
島
小
校
舎
改
築
に
関

す
る
請
願

（請
願
人
下
川
満
男
さ
ん
他

８
人
）
、
▼
下
妻
小
校
舎
改
築
に
関
す

る
請
願

（請
願
人
下
川
勇
さ
ん
他
６
人
）

な
お
、
意
見
書
採
択
は
二
件
で
し
た

▼

人

事

異

動

▲

市
で
は
四
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

係
長
以
上
を
掲
載
。
カ
ツ
コ
内
は
も

と
の
職
名
で
す
。

■
課
長
職
＝
農
地
整
備
課
長
水
田
重
喜

（土
木
課
長
）
、
税
務
課
長
橋
本
泰
行

（老
人
ホ
ー
ム
紅
葉
園
長
）

■
課
長
昇
格
＝
土
木
課
長
古
賀
　
守

（

都
市
対
策
課
建
築
係
長
）
、
老
人
ホ
ー

ム
紅
葉
園
長
下
川
憲
男

（税
務
課
市
民

税
係
長
）
■
係
長
職
＝
税
務
課
市
民
税

係
長
中
村
真

一

（土
木
課
管
理
係
長
）

都
市
対
策
課
建
築
係
長
森
田
朝
幸

（同

課
計
画
係
長
）
　

■
係
長
昇
格
＝
土
木

課
管
理
係
長
構
見
久
登

（同
課
同
係
）

都
市
対
策
課
計
画
係
長
北
島
誠
（農
地

整
備
課
農
地
整
備
係
）

■
退
職
＝
税
務
課
長
掛
谷
博
仁
（９
日
）

農
地
整
備
課
長
中
尾
重
治

（８
日
）

田
市
立
病
院
の
人
事
異
動
■

団
産
婦
人
科
医
長
＝
田
中
喜
重
郎

（新

任
）
、
同
科
医
師
＝
宮
原
研

一
（新
任
）

外
科
医
師
＝
緒
方
充
彦

（新
任
）

■
退
職
＝
耳
鼻
咽
喉
科
医
長
宮
城
　
平

産
婦
人
科
医
長
黒
川
篤

一
郎

※
耳
鼻
咽
喉
科
は
久
留
米
大
附
属
病

院
の
応
援
で
診
療
を
続
け
ま
す
。

赤 ち

姻
５７
年
度
予
算
な
ど
２８
議
案
可
決

議
長
辞
職
許
可
願
は
廃
案
に

▼
３
月
定
例
市
議
会
▲

テ

レ

ホ

ン

・
サ

ー
ビ

ス

電
話
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
お
子
さ
ま
た
ち
に

「
○

番
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
人
気
の
あ
っ

た
③
局
○
○
○
○
番
が
、
都
合
に
よ

り
、
四
月

一
日
か
ら
③
局
○
〇
八
八

番
（無
料
）
へ
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

電
話
の
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
内
容

は
い
っ
ば
い
で
す
。
従
来
ど
お
り
ご

利
用
く
だ
さ
い
。　
筑
後
電
報
電
話
局

一
級
技
能
士

二
級
技
能
士
訓
練
生
募
集

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

通
信
制
に
よ
る
技
能
訓
練
を
実
施
中

で
す
。
受
講
終
了
者
は

一
級
、
二
級

技
能
検
定
学
科
試
験
免
除
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

■
募
集
職
種
　
一
級
技
能
士
＝
機
械

加
工
、
仕
上
げ
、
建
築
配
管
、
建
築

板
金
、
工
場
板
金
の
五
職
種

二
級
技
能
士
＝
機
械
、
板
金
、
配
管

建
築
、
左
官
な
ど
二
十
九
職
種

■
受
講
期
間
　
一
ヵ
年

■
受
講
料
　
一
級
＝
八
千
円
、
二
級

＝
六
千
円

■
申
込
受
付
　
い
つ
で
も
受
付
ま
す

く
わ
し
く
は
〒
剛
飯
塚
市
大
字
柏

の
森
８３
‐
９
同
校
へ
（電
〇
九
四
八
二

②
四
〇

一
九
）

建

築

高

等

職

業

訓

練

生

募

集

久
留
米
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
中
で
す
。

募
集
す
る
の
は
、
建
築
科

（三
〇

名
）
、
左
宮
科

（三
〇
名
）
で
す
。

応
募
資
格
は
、
建
築
、
左
官
業
に

従
事
し
て
い
る
人
、
又
は
し
た
い
人

で
原
則
と
し
て
健
康
な
男
性
。
経
費

は
、
毎
月
二
千
円
、
期
間
は
三
ヵ
年
。

卒
業
時
に
は
、
福
岡
県
知
事
か
ら

「技
能
士
補
」
の
称
号
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
希
望
者
は
、
四
月
末
日
ま
で

に
次
の
と
こ
ろ
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
久
留
米
技
能
訓
練
会
電
３５
‐
栗
こ

●
久
留
米
左
宮
業
組
合
電
３４
１
買
こ

少
額
貯
蓄
等
利
用
者

カ
　
ー

ド

と

は

昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
利
子
、
配

当
所
得
な
ど
に
つ
い
て
現
在
の
源
泉

分
離
課
税
制
度
を
改
め
、
総
合
し
た

課
税
が
さ
れ
ま
す
。

①
郵
便
貯
金
②
マ
ル
優
③
特
別
マ
ル

優
の
非
課
税
貯
蓄
を
す
る
場
合
に
は

少
額
貯
蓄
等
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
昭
和
五
十

八
年
か
ら
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
八
女
税
務
署
ヘ

h

この欄は官公庁や市内の会

社工場からのお知らせです

(5)
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三柱 神社 の 稚 児浮 立
牟苫旦注需

社恒例の稚児浮立と稚児行列が行われた。

行列は年前 8時すぎ鐘、太鼓を持ち黒装

東に自はちまき姿の小 。中学生約50人が勇

壮な浮立を披露 〔写真0〕 のあと着飾った

稚児を先頭に約 200人 が行列して三瀦町の

三島神社へご神体迎えににぎやかに出向い

た。暖かい日差しを浴びての稚児行列に町

内は年後まで祭気分があふれていた。

卓 ち ゃ ん ら を 表 彰  火え伝亀見
に協力した人達に森基一消防長から表彰状、

記念品を贈った。 〔写真②〕

表彰されたのは蔵数の井ノロ恵美子さん (

31)の次男卓ちゃん (8)を はじめ、折地
の高橋公生さん (47)、 津島西の北島猛彦

さん (49)、 瀬高町の北島勝喜さん (39)

羽犬塚の山下元生さん (35)、 熊野の城戸

秀男さん (40)、 妻幸枝さん (34)ら で昨

年 9月 から今年 1月 までに市内で、発生し

た 3件の火災消火の功労者。消防署では「
みなさんのすばやい行動が大火を防いだ」

と表彰状を贈ることにしたもの。

(6)

昭和57年 4月 1日 336号

課

税

台

帳

を

お

見

せ

し

ま

す

２０
日
ま
で
固
定
資
産
税
係
ヘ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
四
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
行
い
ま
す
。

こ
の
縦
覧
は
、
五
十
七
年
度
の
固
定

資
産
税
の
も
と
に
な
る

″評
価
額
〃
を

法
律
に
も
と
づ
い
て
公
開
す
る
も
の
で
、

毎
年
二
月
に
行
っ
て
い
た
の
が
、
税
法

改
正
の
国
会
審
議
で
四
月
に
延
期
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
今
年
は
基
準
年
度
に
あ
た
り
、

評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額
の
変
更
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
か
た
は
、
税
務
課

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

評
価
額
に
異
議
の
あ
る
か
た
は
、
五

月

一
日
ま
で
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
の
延
期
に
伴
な
い
、
納
期

も
五
月

一
日
よ
り
五
月
二
十

一
日
に
な

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係

へ
。

市

営

住

宅

あ
き
家

分

の
入

居
者
募
集

都
市
対
策
課
で
は
、
市
営
住
宅
あ
き

家

（第

一
種
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
で

市
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
人
は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
抽
せ
ん
で
順
位
を
き
め
、

市
営
住
宅
に
あ
き
家
が
出
た
と
き
、
そ

の
順
位
で
入
居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔入
居
貴
格
〕
①
市
内
に
住
む
か
、
勤

め
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族
が
あ
る

人
。
②
所
得
税
法
に
準
じ
た
収
入
月
額

が
五
万
五
千
円
以
上
九
万
五
千
円
以
下

の
人
で
税
金

（国
税
、
地
方
税
）
を
滞

納
し
て
い
な
い
人
。

〔申
込
方
法
〕
今
月
十
九
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
に
都
市
対
策
課
建
築
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
用
紙
は
、
同
係
に
あ
り
ま
す
。

一４

一月
あ

一衛

一生
一行

一事

一

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用

生
後
三
ヵ
月
か
ら
十
八
ヵ
月
ま
で
に

二
回
服
用
し
ま
す
。
二
回
目
は
、　
一
回

目
服
用
か
ら
半
年
後
で
す
。
病
気
等
の

理
由
で
服
用
で
き
な
か

っ
た
幼
児

（四

十
八
ヵ
月
未
満
）
も
う
け
ら
れ
ま
す
。

‐３
日
　
羽
犬
塚
、
水
洗
校
区

”
日
　
筑
後
、
松
原
、
古
川
、
古
島
校

区

‐６
日
　
一
一川
、
西
牟
田
、
水
田
、
下
妻

校
区

２８
日
　
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
全
員

三
歳
児
検
診

（昭
和
５３
年
４
月
か
ら
５４

年
３
月
生
ま
れ
ま
で
）

２０
日
　
羽
犬
塚
校
区

（赤
坂
は
除
く
）

２‐
日
　
松
原
、
古
川
校
区

２２
日
　
筑
後
、
水
洗
、
古
島
校
区

２３
日
　
赤
坂
と
二
川
、
西
牟
田
校
区

２７
日
　
水
田
、
下
妻
校
区

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

Ｈ
日
　
市
内
全
域

対
象
は
、
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
ま
で
に

一
期
と
二
期
が
す
ん

で
い
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。　
一
期
は
二

歳
に
な

っ
て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三

回
う
け
る
。
三
期
は

一
期
が
終

っ
て

一

年
か
ら

一
年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。

育
児
相
談

‐９
日

対
象
者
は
五
十
七
年

一
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

日
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

■
予
防
接
種
を
受
け
る
時
は
、
熱
を
は

か

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
時
は
、
母
子

手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず
記

入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
問
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
と

き
は
印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い

衛
生
行
事
の
時
間
は
い
ず
れ
も

一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

文
化
連
盟
加
入
申
込
み

市
文
化
連
盟
で
は
、
団
体
の
加
入
中

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

文
化
連
盟
は
市
内
の
文
化
団
体
の
集

り
で
、
文
化
祭
、
芸
能
の
集
い
、
美
術

展
や
音
楽
祭
の
開
催
の
ほ
か
市
の
文
化

発
展
の
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

加
入
で
き
る
の
は
、
市
内
の
文
化
団

体
で
す
。
加
入
希
望
す
る
団
体
は
、
市

中
央
公
民
館

（サ
ン
・
コ
ア
内
）

へ
巾

し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
加
入
に
は
年
会
費
二
千
円
が

い
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民

館
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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■
料
理
講
座

〔対
象
〕
市
内
居

住
者
か
勤
務
の
人

〔期
間
〕
五
月
～

七
月
。
毎
月
二
回

囲
１
部
＝
第
二
、

第
四
水
曜
の
１０
時

～
‐２
時
。

口
２
部
＝
第
二
、

第
四
金
曜
夜
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

〔内
容
〕
和

・
洋

・
中
華
料
理

・
デ

ザ
ー
ト
ほ
か
、
定
員
各
４０
人

〔会
場
〕
サ
ン
・
コ
ア
料
理
実
習
室

〔入
会
金
〕
千
円
（開
講
式
で
納
入
）

託
児
も
い
た
し
ま
す
。

日
高
齢
者
教
養
と
趣
味
の
講
座

〔期
間
〕
五
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で

〔会
爆
鬱
サ
ン
Ｌ

ア
第
四
講
習
室
ほ
か

〔資
格
〕
満
六
十
歳
以
上
の
人
。
初

心
者
と
二
年
以
上
の
二
班
で
各
５０
人

三
年
以
上
受
講
さ
れ
た
方
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

〔内
容
〕
盆
栽
や
書
道
の
趣
味
と
健

康
管
理
や
一
般
教
養
な
ど
。

〔受
講
料
〕
千
円

■
八
女
地
区
老
人
大
学

〔期
間
〕
五
月
か
ら
十

一
月
ま
で

（

二
十
回
）
八
女
市
の
八
女
農
業
高
校
で

〔資
格
〕
満
六
十
歳
以
上
の
人
で
同

大
学
受
講
未
経
験
の
人
。
定
員
３０
人

〔内
容
〕
園
芸
、
書
道
の
趣
味
の
講

座
と

一
般
教
養
。

〔受
講
料
〕
無
料

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
い
ず
れ
も

四
月
二
十

日
ま
で
に
社
全
劣
潜
課
ヘ

（電
①
垂
兵
）

勤労婦人センター

中央公民館

受講生 を募集

八
女
工
高
マ
イ
ヤ
‐ン
ド
を

一
般
に
開
放
し
ま
す

八
女
工
業
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

か
ら
学
校
体
育
施
設
開
放
校
と
し
て
、

つ
ぎ
の
と
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
社
会
教
育
課
体
育
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔利
用
で
き
る
方
〕
野
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
ク
ビ

ー
で
社
会
教
育
課

へ
の
登
録
が
必
要
で

帯

口

出

死

世

人

す
。
■
登
録
の
条
件
　
①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

目
的
と
す
る
こ
と
②
成
人
の
責
任
者
を

有
す
る
こ
と
③
五
名
以
上
の
構
成
員
を

有
す
る
こ
と
④
定
期
的
、
継
続
的
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
こ
と
。

〔利
用
で
き
る
日
〕
早
朝
五
時
半
か
ら

七
時
半
ま
で

（毎
日
）
と
学
校
の
授
業

行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
支
障
の
な
い

と
き
。

〔申
込
み
先
〕
筑
後
市
勤
光
婦
人
セ
ン

タ
ー
内
社
会
教
育
課
体
育
係

（電
話
③

二
五

一
六
）
で
す
。

第
３
回
芸
能
の
つ
ど
い

参

加

者

を

募

集

市
文
化
連
盟
と
市
教
委
で
は
、
二
月

二
十
三
日

（日
）
に
第
３
回
市
民
芸
能

の
つ
ど
い
を
、
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で

開
き
ま
す
が
、
参
加
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
あ
る
謡

曲
、
吟
詠
、
三
曲
、
大
正
琴
、
日
舞
、

洋
舞
、
民
謡
や
三
味
線
な
ど
で
文
化
連

盟
に
加
入
し
て
い
る
団
体
で
す
。

参
加
希
望
す
る
団
体
は
、
四
月
十
五

日
ま
で
に
市
社
会
教
育
課
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

第
三
回
市
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

成
績
（市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

（‐７
日
窓
ケ
原
、
１９
日
市
役
所
）

優
勝
＝
井
上
Ａ
、
②
井
上
Ｂ
、
③

＝
下
北
島
、
④
常
用

工
事

指

名

願

い
は

五
月

い

っ
ば

い
に

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
に
参
加

希
望
の
業
者
の
方
は
、
五
月
末
日
ま
で

に

「
工
事
指
名
願
い
」
を
会
計
課
管
財

係
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
指
名
願

い
を
出
さ
な
い
と
、
こ
と
し
の
七
月
か

ら
来
年
六
月
ま
で
の
市
の
工
事
を
請
負

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
会
計
課
管
財
係

へ
。

狂

犬

病

予

防
注
射

四
月
十
二
日
～
十
四
日

衛
生
課
で
は
、
十
二
日
か
ら
十
四
日

ま
で
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま
す

生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
二

一
〇
〇
円
、
注
射
料

一
一

六
〇
円
が
い
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
別

紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-2月 の人の動き

(前月よ

男

女

生   38人
亡   27人

数 10,648戸

計 42,407人

り44人増)
20,357人

22,050人

~住
民基本台帳から

/2月 の交通事故状況・

発生件数 16件 (29)

負傷者数 18人 (38)

死亡者数 1人 (1)

※ ()内は 1月 から2

月までの累計です。

ゝ 筑後市交通安全対策協議会資料
ン

中学 の部 で は     第 5回 ラ

田 中義 光君 が優 勝 イオンズク

ラブ旗争奪市内少年剣道大会が14日 、羽犬

塚小体育館で、小 。中学生 260人が参加し

て開かれた。おもな成績はつぎのとおり。

〔団体〕高学年の部=①羽犬塚A、 ②水洗

A、 低学年の部=①羽犬塚 A、 ②筑後

〔個人〕小学男子の部=①緒方徹 (羽犬塚)

②田中宏昭、小学女子の部=①中島ふみ (

松原)、 ②江上瑞子 (筑後)、 中学生の部

=①田中義光 (羽中)、 ②橋本清文 (筑中)

なお、大会の席上で、スポーツ少年団の

育成に功績のあったつぎの指導者に馬場淳

次ライオンズクラブ会長から感謝状が贈ら

れた。被表彰者名=平田耕豊 (西牟田)、 荻

野繁彦 (水田)、 野田広志 (下妻)、 平野正道

(古島)、田中忠明 (二川)、 近藤千敏 (筑後)

二川小などへ図書を寄贈 団法見造騒
奉公会 (理事長=山下敏明福銀頭取)か ら、

二川、西牟日、筑後の各小学校へ各10万円

相当の図書目録が贈られた。 〔写真0〕

同日は、瀬尾信夫福銀筑後支店長、池上

忠之次長が市役所を訪ずれ、中尾義昭市長

中島栄二郎教育長らに目録を手渡した。

同会では8年前から毎年 1千万円相当の

図書を県下の学校や幼稚園などに贈ってい

るが、今年で市内の全小学校への寄贈が終

った。図書目録を受け取った中島教育長は

「さっそく各小学校に連絡して児童の勉強

に役立つよう有効に活用させていただきま

す」と同会の好意に大喜びだった。

(7)
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鬱 醇誠‰迎

家

庭

と

文

化
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二
月
二
十

一
日
、
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー
で
筑
後
、
山
ノ
井
、
熊
野
、
蔵

数
、
久
富
の
各
支
部
カ
ラ
オ
ケ
同
好

会
の
合
同
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

発
表
会
に
は
各
支
部
か
ら
七
十
四

人
が
参
加
し
て
、
年
前
十
時
す
ぎ
か

ら
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
、
日
頃
鍛
え

た
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
、
見
物
人
の

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。

今
回
の
私
た
ち
の
仲
間
で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
の
練
習
を
通
し
て
仲
間
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る

「
カ
ラ
オ
ケ
同
好

会
山
ノ
井
支
部
」
の
み
な
さ
ん
を
紹

介
し
ょ
う
。

平
均
年
齢
は
五
二

・
九
歳

同
支
部
の
正
式
結
成
は
、
今
年
の

一
月
。
同
支
部
の
歌
唱
指
導
者
で
、

詩
吟
の
指
導
も
し

て
い
る
福
本
吉
春

さ
ん

（４４
＝
自
営

業
＝
和
泉
東
）
宅

で
詩
吟
、
民
謡
な

ど
を
習

っ
て
い
た

前
田
カ
フ
ル
さ
ん

（６５
＝
山
ノ
井
中
）

近
藤
キ
ミ
ヱ
さ
ん

（６２
＝
山
ノ
井
東
）

一
ノ
瀬
ハ
ツ
ミ
さ
ん

（５９
＝
山
ノ
井

中
）
成
清
ミ
サ
ヲ
さ
ん

（５８
＝
山
ノ

井
中
）
ら
が

一
年
半
ぐ
ら
い
前
に
「
い

ま
は
カ
ラ
オ
ケ
の
時
代
、
自
分
た
ち

も
カ
ラ
オ
ケ
で
演
歌
を
」
と
福
本
さ

ん
を
口
説
い
た
の
が
同
支
部
結
成
の

き

っ
か
け
。
そ
の
後
、
昨
年
七
月
、

練
習
場
を
設
備
の
と
と
の
っ
た
和
泉

東
区
の

「
サ
ウ
ン
ド

・
シ
ョ
ッ
プ

ｏ

ヨ
ネ
ク
ラ
」
へ
移

っ
て
メ
ン
バ
ー
も

増
加
し
、
山
の
井
支
部
を
結
成
し
た

支
部
長
に
は
、
同
店
の
奥
さ
ん
で

演
歌
が
上
手
な
米
倉
安
子
さ
ん
（３３
）

が
就
任
、
練
習
場
や
茶
菓
子
の
準
備

な
ど
全
ん
ど

一
手
に
引
き
受
け
て
い

る
。
現
会
員
数

一
六
人

（う
ち

男
性

一
人
）
、

会
員
の
平
均
年

齢
は
高
齢
者
が

比
較
的
多
く
五

二
。
九
歳
で
、
最
高
齢
者
は
昨
年
十

二
月
入
会
の
上
湊
ハ
ツ
ヱ
さ
ん

（山

ノ
井
東
）
の
七
十
七
歳
。

マ
イ
ク
を

手
に
「
九
段
の
母
」
を
披
露
し
て
も
ら

っ
た
が
若
さ
あ
ふ
れ
る
歌
声
だ

っ
た
。

最
年
少
者
は
三
十
歳
の
本
田
ス
マ

コ
さ
ん
（和
泉
東
）
で
、
昨
年
十
二
月

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
野
中
恵
子
さ
ん

（３２
＝
上
原
々
）
、
境
美
代
子
さ
ん

（

３４
＝
上
原
々
）
、
高
巣
ひ
と
み
さ
ん

（

３４
＝
徳
久
）
ら
三
十
歳
台
の
マ
マ
さ

ん
の
加
入
で
練
習
に
も
活
気
が
出
て

来
た
。
異
色
な
の
が
唯

一
の
男
性
佐

藤
正
美
さ
ん
（４７
＝
徳
久
＝
会
社
員
）

で

「歌
は
下
手
だ
が
何
ん
と
か
人
前

で
歌
え
る
よ
う
に
」が
入
会
の
動
機
。

指
導
者
の
福
本
さ
ん
は

「
力
行
以

下
の
母
韻
の
出
し
方
が
基
礎
練
習
で

す
。
要
は
歌
う
こ
と
で
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
」
と
最

新
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
を
準
備
し
て

会
員
の
指
導
に
懸
命
の
様
子
だ

っ
た
。

同
支
部
の
定
例
練
習
日
は
毎
週
月

曜
日
の
夜
八
時
か
ら
二
時
間
。

今
月
二
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
サ

ン
・
コ
ア
で
開
く
市
総
合
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会
（福
本
音
春
会
長
）
主
催
の
テ

ャ
リ
テ
ィ
大
会
出
場
を
目
指
し
て
練

習
に
も

一
段
と
熱
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

月
会
費
二
千
円
。
加
入
希
望
者
は

サ
ウ
ン
ド
ヨ

ネ
タ

ス
や閣
③
丈

一
ご
ヘ

私
た
ち
の
身
体
は
長
く
寝
て

暮
ら
す
と
ど
う
な
る

一
、
寝
て
い
る
間
に
尿
中
に
カ
ル
シ

ウ
ム
が
排
せ
つ
さ
れ
て
、
脱
カ
ル
シ

ウ
ム
が
起
こ
り
、
骨
折
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

二
、
筋
肉
は
、
使
え
ば
発
達
し
、
使

わ
な
け
れ
ば
衰
え
て
き
ま
す
。
筋
肉

の
成
分
で
あ
る
蛋
白
質
の
成
分

（窒

素
、
硫
黄
）
や
カ
リ
ウ
ム
が
排
せ
つ

さ
れ
、
寝
た
き
り
の
老
人
で
は
、
ム

く
ら
は
ざ
の
筋
肉
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
す
。

三
、
心
臓
は
、
人
間
が
生
き
て
い
る

限
り
拍
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
安

静
状
態
を
長
く
続
け
て
い
る
と
、
心

臓
の
容
積
は
小
さ
く
な
り
、
働
き
が

低
下
し
ま
す
。

四
、
長
い
間
寝
て
暮
ら
す
と
、
起
き

た
時
、
脳
貧
血
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
高
齢
者
は
早
期
離
床
を
す

る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔児童向き〕 団安藤美紀夫「おば
けのドジドジ」 団桜井信夫「やぎ
のゆきちゃん」 団来栖良夫「おり
がみじゃぶじゃぶ」 団さねとうあ
きら「おもんほうずき」 団さくま
ゆみ子「キバラカと魔法の馬」 団
森百合子「サヤカの小さな青いノー

ト」  団岸武雄  「とんがり と うげ1乙

光る風」 団倉本聡「北の国から」
〔一般向き〕 団青木宏「みそ汁三
杯健康法」 國高僑洋子『雨が好き
」 団曽野綾子「夫婦の情景」
団瀬戸内晴美「比叡」 國森村誠一
「悪しき星座」 団灰谷健次郎「わ
たしの出会った子どもたち」 団土
屋清「日本の未来」 ⑩谷川俊太郎
「やさしさを教えてほしい」

田市民弓道数室受講生募集=市体育
協会弓道部では市民弓道教室の受講

生をつぎのとおり募集中です。

■開講日=4月 から毎週水、土曜日
午後 7時から8時30分  日会場三誠
道館道場 (停車場区)■資格=中学
生以上 (性別不問)日 受講料=無料
くわしくは市社会教育課 (電③41

11内線282)へ。

■コーラス部員を募集=市社会教育
課では、コーラス部員を募集します

このコーラス部は、文化講座の学

級として開設するもので、混声コー

ラス。練習日は未定ですが5月 か

ら毎週 1回、よる7時30分から、男

女、経験は不間です。希望者は今月

末日までに社会教育課へ。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑮

シ
リ
Ｌ
ス
私
た
ら
の
仲
間

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ

「山
ノ
井
支
部
」

□ みんなの体力づくり□

保健シリーズ①

募集 します

(3)


